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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第66期

中間連結会計期間
第67期

中間連結会計期間
第66期

会計期間
自　2024年11月１日
至　2025年４月30日

自　2025年11月１日
至　2026年４月30日

自　2024年11月１日
至　2025年10月31日

売上高 （千円） 6,735,823 5,578,600 12,639,125

経常利益 （千円） 378,000 54,862 643,425

親会社株主に帰属する

中間（当期）純利益
（千円） 241,927 17,067 421,970

中間包括利益又は包括利益 （千円） 212,163 27,664 412,354

純資産額 （千円） 5,512,967 5,646,929 5,713,284

総資産額 （千円） 13,538,846 12,295,062 12,587,343

１株当たり中間（当期）純利益 （円） 136.82 9.61 238.24

潜在株式調整後１株当たり

中間（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 40.7 45.9 45.4

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） △120,397 306,479 678,059

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △26,811 △242,713 △72,524

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） 591,455 197,726 △351,446

現金及び現金同等物の

中間期末（期末）残高
（千円） 1,229,791 1,301,129 1,039,637

（注）１　当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

　当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の子会社）において営まれている事業の内容につい

て、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当中間連結会計期間において、当半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、経営者が

連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識している主

要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありませ

ん。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(１）財政状態及び経営成績の状況

　当中間連結会計期間のわが国経済は、雇用・所得環境の改善や政府による各種政策効果もあり、景気は緩やかな

回復基調で推移いたしました。しかしながら、米国通商政策の動向や中国経済の停滞に加え、中東での武力衝突に

終結が見通せない等、先行きは一段と不透明感を増しております。

　このような環境のもと、中期経営計画「NEXT STEP 10」の達成に向けて、「人材の採用・育成・定着」を重点施

策として掲げ、事業基盤の強化に取り組むとともに、お客様ニーズに応えるべく営業力・提案力の強化を図り、新

規顧客の開拓や既存顧客の取引深耕に注力するなど、全社を挙げて収益力の強化と事業規模の拡大に取り組んでま

いりました。

　その結果、売上高は55億78百万円（前年同期比82.8％）、営業利益は61百万円（前年同期比15.8％）、経常利益

は54百万円（前年同期比14.5％）、親会社株主に帰属する中間純利益は17百万円（前年同期比7.1％）となりまし

た。

　これにより、純資産は前連結会計年度末の57億13百万円から56億46百万円となり、自己資本比率は45.4％から

45.9となりました。

　セグメント別の経営成績は、次のとおりでありますが、営業損益につきましては、全社費用等配分前で記載して

おります。

 

（木材事業）

　梱包用材等の業界におきましては、米国通商政策や長期にわたる中国経済の停滞により、輸出梱包の荷動きは総

じて弱含みで推移いたしました。また、中東情勢の緊迫化によってホルムズ海峡が閉鎖され海上輸送費が高騰する

など、大変厳しい事業環境が続いております。

　このような環境のもと、完全週休二日制への移行に加え、想定を超える梱包マーケットの低迷により、原木消化

量は前年同期比で約５％減少いたしました。一方、国産杉への切り替え促進や遠方地域へは商材を活用するなど、

提案型営業を通して受注の確保に努めるなど、値上げ効果もあり売上高は前年同期実績と同水準を維持することが

できました。

　その結果、売上高は37億22百万円（前年同期比99.2％）、営業利益は１億13百万円（前年同期比64.2％）となり

ました。

 

（ハウス・エコ事業）

　建設業界におきましては、インフラ整備を中心とした公共投資や民間の設備投資は堅調に推移しているものの、

技能労働者の人手不足による人件費の高騰や建設資材価格の高止まりなど、厳しい事業環境が続いております。

　このような環境のもと、今後の成長に向けた優秀な人材の採用・育成に注力してまいりました。また、グループ

会社間の連携により顧客ニーズに応じた技術サービスを提供することに加え、重点エリアでの営業活動を強化し、

販売とリースの両面から柔軟な提案営業を展開した結果、当中間期には複数の大型案件が成約するなど、受注残高

は過去最高の水準となりました。しかしながら、一部の大型案件において着工が遅れるなど、全体的に販売の伸び

悩みによる収益性の低下に加え、人材強化を目的とした人件費の増加等を中心とした経費増の影響が大きく営業赤

字となりました。

　その結果、売上高は14億71百万円（前年同期比56.1％）、営業損失は９百万円（前年同期は営業利益２億50百万

円）となりました。

 

（太陽光発電売電事業）

　定期的なメンテナンスの実施により、15ヶ所の太陽光発電所（総発電容量は約13メガワット）全てにおいて安定

稼働を継続しております。また、天候にも恵まれたことから、売電収入は増加いたしました。

　その結果、売上高は１億95百万円（前年同期比107.0％）、営業利益は１億27百万円（前年同期比117.8％）とな

りました。
 

EDINET提出書類

株式会社オービス(E00639)

半期報告書

 3/22



（ライフクリエイト事業）

　ゴルフ場業界におきましては、アフターコロナにおいて他レジャーへの移行・分散が進むなか、異常気象や構造

的なゴルフ人口の減少に加え、食材の仕入価格・燃料高騰等のコスト上昇に直面しており厳しい事業環境が続いて

おります。

　このような環境のもと、高齢化が進む会員の若返りを目的とした新規会員の募集を行うとともに、開場50周年ロ

ングランコンペ等の実施により集客に努めてまいりました。また、クラブハウス内の設備やメンテナンス機械類、

ゴルフカートの一部更新など、計画的な修繕を実施いたしました。

　その結果、売上高は１億89百万円（前年同期比106.4％）、営業利益は12百万円（前年同期比96.9％）となりま

した。
 

　財政状態は、次のとおりであります。

（資産）

　当中間連結会計期間末における総資産につきましては、前連結会計年度末と比較して２億92百万円減少し、122

億95百万円となりました。その主な要因は現金及び預金が２億61百万円、仕掛品が２億28百万円それぞれ増加し、

受取手形及び売掛金が１億75百万円、完成工事未収入金及び契約資産が２億39百万円、リース未収入金が１億58百

万円、機械装置及び運搬具が１億82百万円それぞれ減少したことによるものであります。

 

（負債）

　当中間連結会計期間末における負債につきましては、前連結会計年度末と比較して２億25百万円減少し、66億48

百万円となりました。その主な要因は１年内返済予定の長期借入金が１億80百万円、長期借入金が１億23百万円そ

れぞれ増加し、支払手形及び買掛金が１億22百万円、その他（流動負債）が３億85百万円それぞれ減少したことに

よるものであります。

 

（純資産）

　当中間連結会計期間末における純資産につきましては、前連結会計年度末と比較して66百万円減少し、56億46百

万円となりました。その主な要因は繰延ヘッジ損益が10百万円増加し、利益剰余金が89百万円減少したことによる

ものであります。

 

(２）キャッシュ・フローの状況の分析

　当中間連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末と比較して２

億61百万円増加し、13億１百万円となりました。

　当中間連結会計期間の活動別概況は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動による資金の増加は３億６百万円（前年同期は１億20百万円の資金減少）となりました。増加要因は、

税金等調整前中間純利益60百万円、減価償却費３億10百万円、売上債権の減少額５億21百万円であり、減少要因

は、棚卸資産の増加額１億75百万円、仕入債務の減少額１億15百万円、その他（主なものはその他流動負債の減

少）２億20百万円によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動による資金の減少は２億42百万円（前年同期は26百万円の資金減少）となりました。減少要因は、有形

固定資産の取得による支出２億48百万円によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動による資金の増加は１億97百万円（前年同期は５億91百万円の資金増加）となりました。増加要因は、

長期借入れによる収入９億10百万円であり、減少要因は、長期借入金の返済による支出６億６百万円、配当金の支

払額１億６百万円によるものであります。

 

(３）経営方針・経営戦略等

　当中間連結会計期間において、当社グループの経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

 

(４）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当中間連結会計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更

はありません。

 

(５）研究開発活動

　該当事項はありません。
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(６）主要な設備

　当中間連結会計期間において、主要な設備の著しい変動及び主要な設備の前連結会計年度末における計画の著し

い変更はありません。

 

３【重要な契約等】

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 7,000,000

計 7,000,000

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末
現在発行数（株）
（2026年４月30日）

提出日現在発行数
（株）

（2026年６月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,783,006 1,783,006
東京証券取引所

スタンダード市場

単元株式数は、100株

であります。

計 1,783,006 1,783,006 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

2026年３月10日（注） 7,537 1,783,006 6,214 715,956 6,214 543,956

（注）　譲渡制限付株式報酬としての新株式発行によるものであります。

発行価格　　１株につき　1,649円

資本組入額　１株につき　　824円50銭

割当先　　　当社の取締役（社外取締役を除く）７名、当社子会社の取締役２名
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（５）【大株主の状況】

  2026年４月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式
（自己株式を
除く。）の
総数に対する
所有株式数の
割合（％）

中浜　勇治 広島県福山市 440 24.71

株式会社和幸 広島県福山市松永町４丁目26-55 164 9.22

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１丁目６番１号 100 5.66

藤井　實 茨城県那珂郡東海村 59 3.33

宇藤　秀樹 熊本県熊本市北区 52 2.92

肥田　亘 広島県安芸郡海田町 50 2.81

山本　康司 三重県名張市 45 2.53

大阪中小企業投資育成株式会社 大阪府大阪市北区中之島３丁目３番23号 44 2.47

楽天証券株式会社 東京都港区南青山２丁目６番21号 38 2.14

鹿野産業株式会社 京都府京都市南区上鳥羽馬廻町15番地 36 2.07

計 － 1,030 57.86
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2026年４月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－
権利内容に何ら限定のない当社

における標準となる株式普通株式 1,300

完全議決権株式（その他） 普通株式 1,777,300 17,773
権利内容に何ら限定のない当社

における標準となる株式

単元未満株式 普通株式 4,406 －
権利内容に何ら限定のない当社

における標準となる株式

発行済株式総数  1,783,006 － －

総株主の議決権  － 17,773 －

 

②【自己株式等】

    2026年４月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数の
割合（％）

（自己保有株式）

株式会社オービス

広島県福山市松永町

六丁目10番１号
1,300 － 1,300 0.07

計 － 1,300 － 1,300 0.07

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．中間連結財務諸表の作成方法について

　当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51年大蔵省令第28

号。以下「連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間（2025年11月１日から2026年４月

30日まで）に係る中間連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による期中レビューを受けております。
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１【中間連結財務諸表】

（１）【中間連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
（2025年10月31日）

当中間連結会計期間
（2026年４月30日）

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,129,637 1,391,129

受取手形及び売掛金 1,200,424 1,025,060

電子記録債権 542,461 594,260

完成工事未収入金及び契約資産 383,862 144,014

リース未収入金 2,491,771 2,333,472

商品及び製品 170,546 179,483

仕掛品 68,335 297,003

未成工事支出金 167,383 131,274

原材料及び貯蔵品 665,792 640,010

その他 96,414 107,186

流動資産合計 6,916,629 6,842,895

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,119,127 1,084,564

機械装置及び運搬具（純額） 1,118,769 936,614

土地 2,970,173 2,970,173

その他（純額） 158,557 151,728

有形固定資産合計 5,366,628 5,143,081

無形固定資産   

のれん 7,460 5,968

その他 15,627 9,931

無形固定資産合計 23,087 15,899

投資その他の資産   

投資有価証券 179,352 182,687

その他 101,645 110,498

投資その他の資産合計 280,997 293,185

固定資産合計 5,670,713 5,452,167

資産合計 12,587,343 12,295,062

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （単位：千円）

EDINET提出書類

株式会社オービス(E00639)

半期報告書

10/22



 
前連結会計年度
（2025年10月31日）

当中間連結会計期間
（2026年４月30日）

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 469,865 347,757

工事未払金 329,152 335,308

１年内返済予定の長期借入金 1,014,650 1,195,383

未払法人税等 90,412 46,619

賞与引当金 139,020 150,126

完成工事補償引当金 1,064 657

工事損失引当金 － 3,499

その他 953,692 568,545

流動負債合計 2,997,858 2,647,898

固定負債   

長期借入金 3,530,124 3,653,324

退職給付に係る負債 150,355 147,025

資産除去債務 10,004 10,108

その他 185,716 189,776

固定負債合計 3,876,200 4,000,235

負債合計 6,874,058 6,648,133

純資産の部   

株主資本   

資本金 709,742 715,956

資本剰余金 537,742 543,956

利益剰余金 4,396,106 4,306,725

自己株式 △1,301 △1,301

株主資本合計 5,642,289 5,565,337

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 69,593 69,700

繰延ヘッジ損益 1,402 11,891

その他の包括利益累計額合計 70,995 81,592

純資産合計 5,713,284 5,646,929

負債純資産合計 12,587,343 12,295,062
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（２）【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

  （単位：千円）

 
前中間連結会計期間
（自　2024年11月１日
至　2025年４月30日）

当中間連結会計期間
（自　2025年11月１日
至　2026年４月30日）

売上高 6,735,823 5,578,600

売上原価 5,533,179 4,619,734

売上総利益 1,202,644 958,865

販売費及び一般管理費 ※ 817,187 ※ 897,771

営業利益 385,456 61,094

営業外収益   

受取利息 68 2,366

受取配当金 2,637 2,932

作業屑等売却代 2,010 1,514

受取賃貸料 2,400 2,400

その他 1,372 2,089

営業外収益合計 8,489 11,303

営業外費用   

支払利息 15,343 16,954

その他 603 580

営業外費用合計 15,946 17,535

経常利益 378,000 54,862

特別利益   

固定資産売却益 207 4,168

補助金収入 － 7,103

投資有価証券売却益 9,833 －

特別利益合計 10,041 11,271

特別損失   

固定資産売却損 19,810 －

固定資産除却損 － 6,114

特別損失合計 19,810 6,114

税金等調整前中間純利益 368,230 60,019

法人税、住民税及び事業税 112,570 36,414

法人税等調整額 13,733 6,537

法人税等合計 126,303 42,952

中間純利益 241,927 17,067

親会社株主に帰属する中間純利益 241,927 17,067
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【中間連結包括利益計算書】

  （単位：千円）

 
前中間連結会計期間
（自　2024年11月１日
至　2025年４月30日）

当中間連結会計期間
（自　2025年11月１日
至　2026年４月30日）

中間純利益 241,927 17,067

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △26,789 107

繰延ヘッジ損益 △2,973 10,489

その他の包括利益合計 △29,763 10,596

中間包括利益 212,163 27,664

（内訳）   

親会社株主に係る中間包括利益 212,163 27,664
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（３）【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前中間連結会計期間
（自　2024年11月１日
至　2025年４月30日）

当中間連結会計期間
（自　2025年11月１日
至　2026年４月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前中間純利益 368,230 60,019

減価償却費 301,951 310,708

のれん償却額 1,492 1,492

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,143 －

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △262 △406

工事損失引当金の増減額（△は減少） － 3,499

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △5,066 △3,329

受取利息及び受取配当金 △2,705 △5,299

支払利息 15,343 16,954

賞与引当金の増減額（△は減少） 3,604 11,105

補助金収入 － △7,103

固定資産売却損益（△は益） 19,602 △4,168

固定資産除却損 104 5,919

投資有価証券売却損益（△は益） △9,833 －

売上債権の増減額（△は増加） △966,900 521,711

棚卸資産の増減額（△は増加） 254,710 △175,713

前渡金の増減額（△は増加） △251,178 －

仕入債務の増減額（△は減少） 109,427 △115,952

その他 155,891 △220,598

小計 △6,731 398,840

利息及び配当金の受取額 1,182 3,286

利息の支払額 △15,292 △16,767

法人税等の支払額 △99,555 △78,879

営業活動によるキャッシュ・フロー △120,397 306,479

投資活動によるキャッシュ・フロー   

投資有価証券の取得による支出 △1,680 △1,680

投資有価証券の売却による収入 12,479 －

有形固定資産の取得による支出 △42,759 △248,436

有形固定資産の売却による収入 5,147 4,418

無形固定資産の取得による支出 － △4,118

補助金の受取額 － 7,103

投資活動によるキャッシュ・フロー △26,811 △242,713

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の増減額（△は減少） 250,000 －

長期借入れによる収入 1,100,000 910,000

長期借入金の返済による支出 △629,133 △606,067

リース債務の返済による支出 △11,698 －

配当金の支払額 △117,713 △106,206

財務活動によるキャッシュ・フロー 591,455 197,726

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 444,243 261,492

現金及び現金同等物の期首残高 785,548 1,039,637

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 1,229,791 ※ 1,301,129
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【注記事項】

（中間連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前中間連結会計期間
（自　2024年11月１日
至　2025年４月30日）

当中間連結会計期間
（自　2025年11月１日
至　2026年４月30日）

運送費 235,857千円 234,114千円

貸倒引当金繰入額 △1,143千円 －千円

賞与引当金繰入額 70,122千円 81,589千円

役員報酬 65,550千円 71,910千円

株式報酬費用 5,063千円 5,990千円

給料手当 189,014千円 217,178千円

退職給付費用 5,372千円 6,065千円

 

（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のと

おりであります。

 
前中間連結会計期間
（自　2024年11月１日
至　2025年４月30日）

当中間連結会計期間
（自　2025年11月１日
至　2026年４月30日）

現金及び預金 1,319,791千円 1,391,129千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △90,000千円 △90,000千円

現金及び現金同等物 1,229,791千円 1,301,129千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2024年11月１日　至　2025年４月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年１月30日

定時株主総会
普通株式 118,306 67.00 2024年10月31日 2025年１月31日 利益剰余金

 

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となる

もの

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2025年11月１日　至　2026年４月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2026年１月29日

定時株主総会
普通株式 106,447 60.00 2025年10月31日 2026年１月30日 利益剰余金

 

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となる

もの

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2024年11月１日　至　2025年４月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

 木材事業
ハウス・
エコ事業

太陽光発電
売電事業

ライフ
クリエイト
事業

合計

売上高      

外部顧客への売上高 3,753,584 2,621,300 183,000 177,938 6,735,823

セグメント間の内部売上高又

は振替高
130 － － － 130

計 3,753,715 2,621,300 183,000 177,938 6,735,954

セグメント利益 177,400 250,738 108,634 12,912 549,686

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 549,686

セグメント間取引消去 △130

全社費用（注） △164,099

中間連結損益計算書の営業利益 385,456

（注）　全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2025年11月１日　至　2026年４月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

 木材事業
ハウス・
エコ事業

太陽光発電
売電事業

ライフ
クリエイト
事業

合計

売上高      

外部顧客への売上高 3,722,001 1,471,396 195,810 189,391 5,578,600

セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － － － －

計 3,722,001 1,471,396 195,810 189,391 5,578,600

セグメント利益又は損失（△） 113,911 △9,819 127,936 12,515 244,543

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 244,543

セグメント間取引消去 －

全社費用（注） △183,449

中間連結損益計算書の営業利益 61,094

（注）　全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前中間連結会計期間（自　2024年11月１日　至　2025年４月30日）

（単位：千円）
 

 報告セグメント

合計
 木材事業

ハウス・
エコ事業

太陽光発電
売電事業

ライフ
クリエイト
事業

商品及び製品 3,753,584 48,829 － － 3,802,413

完成工事高 － 1,560,545 － － 1,560,545

リースに係る解体費 － 34,891 － － 34,891

太陽光発電の売電による収入 － － 183,000 － 183,000

ゴルフ場の運営 － － － 177,938 177,938

顧客との契約から生じる収益 3,753,584 1,644,265 183,000 177,938 5,758,788

その他の収益 － 977,034 － － 977,034

外部顧客への売上高 3,753,584 2,621,300 183,000 177,938 6,735,823

（注）　その他の収益は、「リース取引に関する会計基準」に基づく収益であります。

 

当中間連結会計期間（自　2025年11月１日　至　2026年４月30日）

（単位：千円）
 

 報告セグメント

合計
 木材事業

ハウス・
エコ事業

太陽光発電
売電事業

ライフ
クリエイト
事業

商品及び製品 3,722,001 25,255 － － 3,747,257

完成工事高 － 816,198 － － 816,198

リースに係る解体費 － 221,118 － － 221,118

太陽光発電の売電による収入 － － 195,810 － 195,810

ゴルフ場の運営 － － － 189,391 189,391

顧客との契約から生じる収益 3,722,001 1,062,572 195,810 189,391 5,169,776

その他の収益 － 408,823 － － 408,823

外部顧客への売上高 3,722,001 1,471,396 195,810 189,391 5,578,600

（注）　その他の収益は、「リース取引に関する会計基準」に基づく収益であります。
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（１株当たり情報）

　１株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前中間連結会計期間
（自　2024年11月１日
至　2025年４月30日）

当中間連結会計期間
（自　2025年11月１日
至　2026年４月30日）

１株当たり中間純利益 136円82銭 ９円61銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する中間純利益（千円） 241,927 17,067

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する中間純利益

（千円）
241,927 17,067

普通株式の期中平均株式数（株） 1,768,170 1,776,297

（注）　潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書  

 

2026年６月12日

株式会社オービス

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

大阪事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴　木　重　久

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 福　島　康　生

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社オービ

スの2025年11月１日から2026年10月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2025年11月１日から2026年４月30日ま

で）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計算書、中間連

結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る企業会計の基準に準拠して、株式会社オービス及び連結子会社の2026年４月30日現在の財政状態並びに同日をもって終

了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重

要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載され

ている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される

規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たし

ている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

中間連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し適

正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表示す

るために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切で

あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を

開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

 

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認

められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。

また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財務諸表の

注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中間

連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報

告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能

性がある。

・ 中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構成及

び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められな

いかどうかを評価する。

・ 中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の結

論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

 
  
（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社(半期報告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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